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サウジアラビアの原油供給リスクをどうみるか
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（１）９月14日にサウジアラビアの石油施設が無人機などの攻撃に遭い、日量570万バレルの生産が
停止。これを受け、原油市場ではＷＴＩ原油先物価格が一時60ドル台前半まで急騰。ただし、米
国をはじめとした石油備蓄の放出検討や、サウジアラビア高官による早期の生産回復を強調する
発言などから、過度な供給懸念が後退し、足許で50ドル台後半まで反落。

（２）サウジの生産能力が数週間以内に攻撃前の水準を取り戻せば、原油価格は現状水準で推移する
見込み。もっとも、攻撃を受けた施設の復旧ペースには依然として不透明感が残存。また、石油
施設への新たな攻撃や、米・イラン間の緊張の高まりによる軍事衝突のリスクも否定できず。

（３）サウジアラビアの原油・石油製品の輸出量に対する在庫日数はそれぞれ25日・55日にとどまる
こと、サウジアラビア以外のＯＰＥＣ加盟国の余剰生産能力は日量100万バレルに満たないことを
踏まえると、サウジアラビアの産油量が数ヵ月にわたって大幅に減少すれば、市場で逼迫感が強
まる公算が大（図表１、２）。主な原油輸入国の石油備蓄は潤沢なものの、備蓄の取り崩しが長
引けば、備蓄水準の低下が先行きの懸念材料として意識される可能性も（図表３）。

（４）また、ＩＥＡは９月の月報（事件前の12日公表）で、世界の原油需給バランスは年末にかけて
やや需要超過となった後、2020年前半に日量150万バレル弱の供給超過に転じると予想（図表
４）。もっとも、サウジアラビアの原油供給が日量数百万バレル規模で途絶えれば、需給逼迫感
が大きく強まる格好に。世界最大の原油輸出国であるサウジアラビアの生産量の増減が市場に及
ぼす影響は極めて大きいため、今後の同国を取り巻く情勢を注視していく必要。

http://www.jri.co.jp 
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（図表２）OPEC加盟国の余剰生産能力（2019年7月）

（資料）IEA "Oil Market Report"

（注）余剰生産能力は、90日以内に生産が開始でき、

長期間維持できる生産能力。
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（図表１）サウジアラビアの原油・石油製品の在庫日数

（対輸出量、2019年6月末）

（資料）Joint Organisations Data Initiativeを基に日本総研作成

（注）在庫日数は、2019年6月末の在庫／輸出量の過去1年

平均（18年7月～19年6月）で算出。
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（図表３）主要国の石油備蓄日数（対輸入量、2019年6月末）

（資料）IEA "Statistics Resources"を基に日本総研作成

（注1）国家備蓄には、公的な協会等による備蓄を含む。米国の国

家備蓄はSPR（戦略石油備蓄）等。英国は国家備蓄制度なし。

民間在庫は、民間企業による流通在庫。民間備蓄制度を採用し

ている国（日本、韓国、フランス、英国）では、民間企業に対して

法的に義務付けられている一定水準以上の備蓄量を含む。

（注2）IEA加盟国は、純石油輸出国を除くベース。
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（資料）IEA "Oil Market Report"を基に日本総研作成

（注）見通しは、OPEC加盟国の原油生産量が2019年8月と

同水準（2,973万バレル/日）で推移する場合。
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（図表４）世界の原油需給バランス


